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ドクササコ Clitocybe acromelalga 

 キシメジ科カヤタケ属 

 

概要 

地方名 ササコ（秋田），ヤケドタケ（秋田），ジゴクモタシ（秋

田），ヤブシメジ，ヤケドキン 

傘の大きさ 5～10 cm の中型 

形と色 傘 ：中型で橙褐色から黄褐色で中央部がくぼんでいる。

傘のふちが内側へ巻く初め中央のくぼんだまんじゅう

形，後に開いてじょうご形となる。表面は平滑。 

ひだ：傘よりうすい色で，密である。 

柄 ：繊維質で縦に裂けやすい。中実で一部中空のもの

もある。 

発生時期 秋 

発生場所 広葉樹林や竹やぶの地上に発生する。 

その他 カヤタケは食毒不明であったが，ムスカリンなどの有毒

成分を含有することから，現在では毒きのこと考える 

症状 末端紅痛症を起こす。早い場合は食後 6 時間程度，遅い

場合は 1 週間程経過してから，手足の先端が赤く腫れ，

激痛を伴いこの症状が 1 ヶ月以上続く。（冷やすと症状は

軽減する。） 

毒性成分 アクロメリン酸，クリチジン，スチゾロビン酸，スチゾ

ロビニン酸，異常アミノ酸など 

間違えやすい食用きのこ ナラタケ，ホテイシメジ，アカハツ，チチタケ 
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（写真図説） 

ドクササコの傘は中央部がくぼんで，縁が内側に巻いている。 
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詳細 

１ 特徴 

（１）毒性成分*1*3 

 

（成分名） 

アクロメリン酸類（acromelic acids；強中枢神経毒，マウス致死性毒） 

スチゾロビン酸（stizolobic acid；中枢神経毒） 

スチゾロビニン酸（stizolobinic acid；中枢神経毒） 

クリチジン（clitidine；マウス致死性毒） 

オピン類（opines） 

（構造式） 
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アクロメリン酸類，スチゾロビン酸，スチゾロビニン酸，クリチジン，

オピン類。他に，クリチオネイン，異常アミノ酸類，キノリン酸，ア

ミノキノリン酸を含有する。 

（２）食中毒の型 神経系 

（毒性成分の含量） 

（毒性発現機構） 

（３）中毒症状*2 食後はやい場合は 6 時間程，遅い場合は 1 週間ほどしてから手足の先

端が赤く腫れ上がって痛みだし，この症状が 1 ヶ月以上も続く。 

・ 個体差も考えられるが，毒成分の摂取量が一定量を越えると中毒を

発症させる。 

・ 毒成分は末梢血管系または末梢神経系に蓄積される可能性がある

のではなかろうか。 

・ 中毒発症は治癒しても，物理光学的な刺激により 1 年後でも発症す

る事例もあり，末梢神経の変性が考えられる。 

・ 摂食の仕方（汁を飲まなかった場合）により発症しないか，発症し

ても軽症である。毒成分は加熱により水に溶けると考えられる。 

・ 幼少児ほど末梢血管，末梢神経の障害が強く，痛みに対する自覚症

状が強い傾向が見られる。 

・ 初期症状は異常感覚，異常知覚で始まるが，後に出現する諸症状に

比べ，その発症は軽度である。 

・ 四肢末端だけでなく，耳介，顔面中央部，外陰部，腹部にも灼熱感

が見られる。 

・ 疼痛の部位に一致して発赤，浮腫，腫脹を見る。 

・ 他覚的に錯覚感，異常感覚，触覚，痛覚の鈍麻が見られ，深部反射

が亢進する。 

・ 日中に比べ夜間の激痛がより強いのは，身体の安静による末梢血液

の変動によると考えられないだろうか。 
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（４）発症時間 摂取量によって，摂食から発症までの潜伏期間が異なる。 

（５）発症事例*2 （症例１） 

平成 5 年（1993），新潟県長岡市郊外の旧家で，広い裏庭の竹林（モ

ウソウチク）に発生していたきのこを採って，味噌汁に入れて 4 人が

摂食。中毒を発症したのは大量に摂取した 1 人のみ。摂食 3 日後に涙，

くしゃみが止まらず，顔の痛みと手足の指先が赤く腫れ，激痛が何日

も続いた。人が近くを通って空気が動いても疼痛が走り，鎮痛剤の注

射を何回も受けた。17 日間の入院，治療により，ようやく回復退院し

た。 

（症例２） 

平成 11 年（1999）10 月 29 日，富山県氷見市の竹林で取れたきのこ

をもらって，家族 3 人（男性 1 人，女性 2 人，53~79 歳）が同日夜と

翌朝に味噌汁などに入れて摂食。3 日後，家族全員両手足が痺れた。

79 歳の女性は手足先端部の疼痛，灼熱感，腫脹，運動障害などの症状

が顕著であった。きのこをあげた人は家族とも（子供を含む）に食べ

たが発症していない。保健所の調べでドクササコ中毒と判明した。 

（その他） 

（６）中毒対策 説明 

 

２ 毒性成分の分析法 

（１） SAX カラム前処理して，LCMS による acromelic acid 分析例がある。（*4） 

（図解） 

 

３ その他 

諸外国での状況  

参考になる情報 ドクササコに顕著な特徴が無いため，似ているきのこが多種あり，

食菌との誤食も多い。 

 

４ 間違えやすい食用きのこ 

１ 一般名 ナラタケ類 

学名  

発生場所 発生状況がやや似ている。 

発生時期  

形態  

２ 一般名 アカハツ 

学名 Lactarius akahatsu 

発生場所  
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発生時期  

形態 傷をつけると橙色の乳液を分泌し，やがて青緑色になる。 
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